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あらまし：本研究では，学内のイベント案内アプリケーションの開発を行う．学内のイベントを，ユーザ

が詳細に把握できるように，学内イベントの登録・検索機能，さらにナビゲーション機能を実装した．こ

れにより，学内イベントの開催場所や，時間等の情報を把握できる．ナビゲーション機能では，現在地か

ら目的地までの経路案内を実装した．また，案内中は経路の指示を行い，ユーザを目的地まで誘導する．

これにより，学内に不慣れな人でも，現在地から目的地まで迷わずに行くことができる． 
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1. はじめに 

本研究では，多様なモバイル端末に対応した学内

のイベントナビゲーション機能の開発を行う．  

近年，大学では，高校生を対象としたオープンキ

ャンパスを行っている（1）．また，大学では学会や学

際等の様々なイベントが開催されており，学外訪問

者が訪れる頻度も少なくない．このような学外訪問

者や，入学当初の新入生などは，構内の地理に詳し

くないため，現在地や構内の建物等が分からないと

いった問題が起きている．この問題を解決するため

に，大学関係者だけでなく，初めて大学を訪れる人

に，学内イベントの開催場所や，時間等の情報を把

握させ，大学構内を分かりやすく案内するアプリケ

ーションを開発する必要がある． 

  

2. 既存のシステム 

スマートフォンの普及に伴い，大学の案内を行う

アプリケーションやシステムは多数存在している（2）

（3）（4）（5）．これらのアプリケーションは，スマート

フォンのタッチ画面の仕様により，現在地や目的地

の設定，案内なども行いやすくなったため，パンフ

レットなどの紙媒体を使って案内する必要がなくな

り，便利である． 

しかし，これらのアプリケーションは，学内で行

われている数多くのイベントを把握し，案内するこ

とはできない．大学が公式で行っているイベントに

ついては，案内が可能であるだろうが，学生主体で

行っているサークル等のイベントは，そのすべてを

把握し案内させることは困難である． また，案内に

ついても，構内に看板を設置するなどといった方法

がとられている． 

そこで，本研究では，学内のイベントナビゲーシ

ョン機能の開発を行う．学内で行われるイベントを，

主催者側が自ら登録することで，ユーザは多岐にわ

たるイベントの開催場所や，時間等を詳細に把握で

きるようになる．登録されたイベントは，イベント

検索機能で検索することができる．また，現在地か

らイベントの開催場所や，構内の建物までのナビゲ

ーション機能を実装した．これにより，新入生や学

外訪問者にとって，構内を迷うことなく安心して行

動できるアプリケーションになると考える． 

 

3. システムの概要 

本システムは HTML5 を用いて学内のイベントナ

ビゲーションを行うハイブリッドアプリである．

Google Map を用いることで構内の案内を行う． 

イベントの登録と検索については，データベース

を用いた．また，データベースへのアクセス，サー

バ側の処理に PHP を使用した(図 1)． 

大学の構内地図は Google Map を用いて表示する．

現在地は GPS機能を用いて位置座標を取得し，地図

上にマーカーを使って表示する．目的地については，

一覧から選択するか，建物名を入力して検索する．

目的地を決定すると，現在地からの経路を地図上に

表示する(図 2)． 

 
図 1 システムの構成 
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図 2 案内画面 

 

4. システムの機能 

本システムでは，3 つの機能を実装した． 

4.1 イベント登録機能 

まず，学内で行われるイベントの登録機能を実装

した．数多くのイベントをすべて把握することは，

困難であるため，イベントの主催者側が，登録する

イベントの名称，日程，場所，そして，そのイベン

トの分類を入力し，パスワードを設定する(図 3)．そ

の後，登録内容を確認し，登録を完了させることで，

そのデータは，PHP プログラムを用いて，サーバの

データベース(MySQL)に格納される．登録が完了し

た後，設定したパスワードを用いることで，一度登

録したイベントを修正することができる． 

4.2 イベント検索機能 

次に，登録されたイベントの検索機能を実装した．

現在登録されているイベントの検索をできるように

した．イベントは PHP プログラムを用いて，サーバ

のデータベース(MySQL)に接続し，検索条件から適

切なデータを取得し表示させる．検索後，表示され

るイベントをタップすることで，そのイベントに設

定されている場所までの経路案内を行う．これによ

り，学内で行われるイベントを，様々な条件下で検

索でき，ユーザが詳細に把握できるようになる． 

4.3 ナビゲーション機能 

もう一つは，学内の経路検索時に，現在地から目

的地までの経路を表示させるナビゲーション機能の

実装である．Google Map に備わっている経路検索機

能は，学内の道路には未対応であるため，経路が表

示されない．そのため，経路を表示する機能を追加

することにした．現在地から目的地までの経路を緑

の線を使って表示させる(図 2)．現在地から目的地ま

での経路は，ダイクストラの最短経路探索アルゴリ

ズムを用い，最短距離を表示させることにした．案

内中は経路の指示を行う．利用者が表示された経路

から逸れている場合，音や画面を使って，経路から

逸れている事を教えるようにした．線分と点との最

短距離の求め方を応用させることによって，経路か

ら逸れているかどうか判定している．  

 
図 3 登録画面 

線分は経路であり，点は交差点である．この二つ

の最短距離を求め，それが設定した値を超えた場合，

経路から逸れたと判断することにした．これにより，

学内に不慣れな人でも，現在地から目的地まで迷わ

ずに行くことができる． 

 

5. まとめと今後の課題 

本研究では，多様なモバイル端末に対応した学内

のイベント案内アプリケーションの開発を行った． 

本研究では，イベント登録機能，イベント検索機

能，ナビゲーション機能の三つの機能を実装した．

これらの機能により，ユーザは多岐にわたるイベン

トを把握できる．また，学内の地理に詳しくない，

新入生や学外訪問者にとって，構内を迷うことなく

安心して行動できるアプリケーションになると考え

られる． 

今後の課題としては，レイアウトについて細かく

作成していく必要がある．また，現段階では，あら

かじめ登録されてある構内の建物のみ案内可能とな

っているので，登録されていない場所の案内もでき

るようにする予定である． 
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